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〈資料－５〉第１回専門検討会の概要・その後の活動



平成１７年７月２９日（金）、鳴子ビューホテルかねちゅうで、
鳴子ダム水源地域ビジョン策定委員会第１回専門検討会が、
開催されました。

１．第１回専門検討会の概要
（１）専門検討会
１）日 時：平成１７年７月２９日（金）10:00～13:00
２）場 所：鳴子ビューホテルかねちゅう
３）参加者：８名

２．議事の概要（発言の要旨）

参加者のみなさまからご発言いただいたご意見を、水源地域のありようなど、項目別に整理すると、以下のとおりです。

① 鳴子ならではのグリーンツーリズムをたちあげ・観光と連携
・農業・観光相互の交流を図り、グリーンツーリズムと温泉宿泊などを組み合わせていく。
・鳴子ならではのグリーンツーリズムのあり方（旅館との連携など）を築いていく。
・旅館と農林業の連携（地場食材の提供など）のための環境をつくる。
・旅館のニーズ（需要）と農林業のシーズ（供給）を調整し流通ルートをつくる。
・農業＋観光の新しい産業の創出を図る。

② 鬼首中学校の今後を考える
・今後のあり方について広く意見交換する。
・利用するか否かをはっきりさせ、利用するのであれば、その目的や内容をアピールする。
・今後を検討する「組織」を立ち上げ、行政と協働してその方向を探る。
・山村留学、山学校として蔓（つる）編みや田んぼ、畑を利用した活動をする。
・地域が熱意を持って取り組む。

③ 地域食材を使った取り組みを
・地元の食材（ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ、蕎麦、料理人対決）を使って何かをしかけビジョンに反映させていく。
・湯治客の健康食材パックで旅館と農産業者の連携を図り地域食材を利用する。
・県内一美味しい豚肉をブランドに。

④ 江合川・ダム湖の活用
・初心者でも安心して楽しめる渓流釣りのゾーンをつくる。
・鬼首独自の釣りの形態（発眼卵放流、釣り場スポット）等を展開する。

⑤ 鳴子ダム水源地域ビジョンの骨子案
・基本理念は専門検討会で論議して、鳴子ダム水源地域ビジョンがわかる表現、アピールできる表現としていく。
・地域資源を全て均等に利用するというのではなく、強弱をつけて取り組む。
・大崎市における鳴子、水源地域というポジションを明確にする。
・計画づくりも重要だが、展開していくことがさらに重要である。
・活動が縛られないような組織づくりも必要。

⑥ 交流と連携の仕組みづくり
・地域活動者相互の連携をとる。
・地域の代表者としての役割、活動状況に応じた取り組みなど、横断的な連携を図る。
・交流と連携については、町内外活動者相互の連携以外に、地域外の人に応援団となって参加してもらうという形態も
ある。

⑦ 江合川上下流の連携を
・水源地域は上流側のみならず江合川流域全体の共有の財産であり、その意識をもった取り組みが必要。
・上流と下流が共有できるプログラムをビジョンに取り入れる。いろいろな方に応援団として参加してもらう。
・交流・連携では、下流地域の特徴（岩出山の歴史的文化風土や古川の農業など）とも関連づけられる内容を盛り込む。
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鳴子ダム水源地域ビジョン第１回専門検討会の概要

⑧ 広報や情報発信について
・鳴子温泉駅にインフォメーションコーナーを設置し、一目で情報がわかるようなしかけを作る。
・コーナーには、各観光地やグリーンツーリズムなどの旬の情報を書き込む。連携も密にとる。
・流域内外の拠点からも情報を発信する。（岩出山の道の駅、鬼っ子など）
・情報発信の一元化や、発信する母体が全ての情報を把握する。
・かわら版は継続して発行していく。
・鳴子ダム管理所の仕事をＰＲする。
・鳴子ダム水源地域ビジョンを町の広報誌でも紹介する。
・ホームページ相互にリンクを張り情報の一元化を図る。
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すばらしい涌谷を創る運動「町民のつどい」

古澤会長のあいさつ

平成１７年８月２５日（木）、涌谷町役場で、すばらしい涌
谷を創る運動「町民のつどい」が開催されました。

１．「町民のつどい」の概要

１）開会

２）開会のあいさつ 古澤会長

３）祝辞 涌谷町長 大橋荘治

４）感謝状・表彰状の贈呈

５）平成１７年度

すばらしい涌谷を創る協議会運動推進方針

６）記念講演

① 演題 「昔の江合川の利水について」

すばらしい涌谷を創る協議会 顧問 大平徳弘氏

② 演題 「江合川と涌谷町の防災について」

北上川下流河川事務所

工務第１課長 佐藤伸吾氏

７）閉会のあいさつ 八巻副会長

８）閉会

※「すばらしい涌谷を創る会」会長の古澤勝郎氏は

鳴子ダム水源地域ビジョン策定委員です。

① 演題 「昔の江合川の利水について」

すばらしい涌谷を創る協議会 顧問 大平徳弘氏

【講演の概要】

・涌谷町は江合川の下流にあり、昔は、なかな

か田植え用の水が回らなかった。

・田植えの時期は遅く、涌谷の農家は、先に周

辺町村の田植えの手伝いをしながら、自家の

田植えをした。

・江合川上流の岩出山や古川まで利水の交渉

に出かけた。

・昭和32年鳴子ダムが完成し、田植え用の利水
が回るようになった。

② 演題 「江合川と涌谷町の防災について」

北上川下流河川事務所

工務第一課長 佐藤伸吾氏

【講演の概要】

・北上川河動の変更についてのおはなし

・現北上川は旧中田町浅水～旧河南町和渕の

区間をきりかえた。

・現江合川は現赤堀川になっていた河道を旧河

南町和渕で現北上川と合流させた。

・河道を船を利用することを第一義とした大改修

であったが、北上川と江合川の合流地点は水

害の常習地域となった。

・鳴子ダムの完成により水害の発生はほとんど

なくなった。

大平氏の講演

佐藤氏の講演
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鳴子ダム水源地域ビジョンのホームページ
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鳴子まちづくりかわら版（鳴子ダム水源地域ビジョンニュース）

専門検討会のようす

鳴子ダム水源地域ビジョン策定委員会
第１回専門検討会

※

を開催しました

日 時：平成17年7月29日（金）11：00～14：00
場 所：鳴子ビューホテルかねちゅう
「鳴子ダム水源地域ビジョン骨子（案）」と「交流と連携の仕組み

づくり」を中心に意見交換が行われました。また、鳴子ダム水源地域
ビジョン策定後の方向性についても活発な議論が行われました。
今回は「鳴子ならではのグリーンツーリズムの立ち上げ」「鬼首中

学校の今後を考える」など、意見が８つに集約されました。

※専門検討会は、ビジョンづくりの検討組織で、ビジョン骨子・交流連携方策、ビジョ
ン推進について検討し、策定委員会に素案を示します。

豊饒なる大崎の耕土をうるおす江合川のながれ、
緑たゆとう自然、鬼首の文化・風土をいかし、多
彩で魅力的な活動、地域内外との交流・連携によ
り、環境に調和した持続的な水源地域のまちづく
りをすすめる。 （専門検討会資料より）

参加者の意見の概要

鳴子ダム水源地域ビジョンニュース
鳴子ダム水源地域ビジョン策定委員会事務局
国土交通省東北地方整備局鳴子ダム管理所
〒989-6806
宮城県玉造郡鳴子町字岩渕2-8

TEL 0229-82-2341 FAX 0229-83-3855
E-mail naruko@thr.mlit.go.jp
編集担当 （管理係）小原、大滝
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鳴子ダム水源地域ビジョンの基本理念（中間案）

①鳴子ダム水源地域ビジョンの骨子案

・大崎市における鳴子、水源地域というﾎﾟｼﾞｼｮ
ﾝを明確にする
・計画づくりも重要だが展開していくことがさら
に重要
・活動が縛られない組織づくりも必要

②交流と連携の仕組みづくり

・地域活動者相互の横断的な連携が必要
・地域外から応援団として参加してもらう

③鳴子ならではのグリーンツーリズムをた
ちあげ、観光と連携

・ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑと温泉宿泊を組み合わせたﾊﾟｯ
ｹｰｼﾞで農業と観光相互の連携を図る
・旅館のﾆｰｽﾞ(需要)と農林業のｼｰｽﾞ(供給)を
調整し流通ﾙｰﾄをつくる

④地域食材を使った取り組みを

・そば、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰなど地元食材を使ってしかけ
ていく
・湯治客の健康食材ﾊﾟｯｸに地元食材を利用
・県内一美味しい豚肉を地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞにする

⑤江合川・ダム湖の活用

・初心者が楽しめる渓流釣りｿﾞｰﾝをつくる
・発眼卵放流など鬼首独自の釣りの形態を確
立する

⑥江合川上下流の連携を

・水源地域は江合川流域全体の共有財産
・上下流が連動するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをつくる
・下流地域の特徴（岩出山の歴史風土や古川
の農業など）をﾋﾞｼﾞｮﾝに反映する

⑦鬼首中学校の今後を考える

・今後のあり方について広く意見交換し、利用
するのであればその目的をハッキリさせ、検
討組織をたちあげる
・山村学校、山学校として、蔓(つる)編みや田
んぼ、畑を利用して活動する。

⑧広報や情報発信について

・鳴子温泉駅にｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰを設置
・岩出山の道の駅や鬼っ子などからも情報発
信する
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ相互にﾘﾝｸを貼り情報の一元化を
図る
・かわら版は継続して発行。ﾋﾞｼﾞｮﾝを町の広報
誌にも掲載する

地域の水辺を活用する

地域の環境を活用する

地域の施設を活用する

業おこしにより地域の活性化を目指す

地域づくりの意識で地域の活性化を目指す

地域を元気
にする

地域の水辺を活用する

地域の環境を活用する

地域の施設を活用する

業おこしにより地域の活性化を目指す

地域づくりの意識で地域の活性化を目指す

地域を元気
にする

ダムと自然・農業の役割を認識する

地域をよく知り地域力を高める地域を学習
する ダムと自然・農業の役割を認識する

地域をよく知り地域力を高める地域を学習
する

地域の食文化の創出する

ダムを共有の資産ととらえPRする

鳴子町特有の温泉資源を活用する
地域の文化
を育てる 地域の食文化の創出する

ダムを共有の資産ととらえPRする

鳴子町特有の温泉資源を活用する
地域の文化
を育てる

豊かな自然環境の保全と森林資源を活用する

農村環境や農村の景観を守る

水力や地熱発電などの環境を活用する
地域の環境
を守る 豊かな自然環境の保全と森林資源を活用する

農村環境や農村の景観を守る

水力や地熱発電などの環境を活用する
地域の環境
を守る

水源地域としてのあり方を上下流で考える

ソフト展開などの資源・地域情報を共有し情報発信
する

まちづくりキーマン・横の連携も密に交流する

まちづくり
のために

水源地域としてのあり方を上下流で考える

ソフト展開などの資源・地域情報を共有し情報発信
する

まちづくりキーマン・横の連携も密に交流する

まちづくり
のために

基本目標 基本方針

最近の活動の取り組み（あつまれ！鳴子ダム２００５）

水源地域の行事として恒例になっ
ている、森と湖に親しむ旬間のイベ
ント「あつまれ！鳴子ダム2005」が、
去る7月30日(土)荒雄湖畔公園にて開
催されました。天気にも恵まれ、鳴
子町内はもとより、江合川下流の石
巻市など、総勢130人ほどの子ども
や保護者のみなさんに参加していた
だきました。
翌日31日(日)はオニコウベスキー

場にて、鳴子牛ＣＯＷニバルが催さ
れ、たくさんの来場者で賑わいまし
た。この会場にもイベントに用いた
パネルを展示し、連続開催も含め、
相互の連携を図りました。

江合川流域のイベント予定（９月分）

イワナつかみどり

自生山森林教室

荒雄湖クルージング

紙すき体験

鳴子発電所見学

鬼ノ國「心鼓会」による
カムイ鬼面太鼓

鬼首神楽保存会による
鶏舞（とりまい）

いかだ作り

鳴子ダムからお知らせ

●鳴子町や鳴子町
観光協会、鳴子漁業
協同組合、鳴子ツー
リズム研究会のご協
力をいただきガイド
ブックを作成しました。
鳴子ダム周辺のさま
ざまな情報が載って
おりますので、是非
ご覧下さい。
（鳴子町役場・支所、
鳴子ダム管理所にあ
ります。）

●鳴子ダム管理所の
展望テラス（玄関左
側）に案内パネルを
設置しました。
大型望遠鏡を３台設
置しています。
これからは見事な紅
葉をご覧いただけま
す。気軽にお越し下
さい。

私は｢あつまれ！
鳴子ダム2005｣と
｢鳴子牛COWニバ
ル｣の司会進行のお

手伝いをさせていた

だきました。参加したみなさんに

は、水の大切さや豊かな自然環境

の保全など水源地域の役割をよく

わかっていただけたと思います。

今後もこのようなイベントにより、

地域間に交流がうまれ、さらに活

性化していけばと思います。

司会進行の後藤美佳
さん(ミスこけし)から

古川市日曜朝市

２５

古川市日曜朝市

１８

古川市日曜朝市

１１

古川市日曜朝市

４

日

３０２９２８２７２６

２４２３２２２１２０１９

１７

ものうふれあい祭り（石巻
市：旧桃生町）

１０

奥州涌谷金（くがね）俳句
全国大会（涌谷町）

３

土

１６１５１４１３１２

９８７６５

２１

金木水火月

古川市日曜朝市

２５

古川市日曜朝市

１８

古川市日曜朝市

１１

古川市日曜朝市

４

日

３０２９２８２７２６

２４２３２２２１２０１９

１７

ものうふれあい祭り（石巻
市：旧桃生町）

１０

奥州涌谷金（くがね）俳句
全国大会（涌谷町）

３

土

１６１５１４１３１２

９８７６５

２１

金木水火月

GOTEN GOTEN ２００５アート湯祭り（鳴子町）

全国こけし祭り・鳴子漆器展（鳴子町）

政宗公まつり（岩出山町）

コスモスまつり（松山町）

荒雄川神社祭典（鳴子町）

吹上高原フェスタ（鳴子町）

鬼首鬼楽里
ふるさと体験
2005(鳴子町) 5



鳴子まちづくりかわら版（鳴子ダム水源地域ビジョンニュース）配布先（１）

３．地域活動団体（江合川流域市町）（85団体）
特定非営利活動法人ひたかみ水の里
特定非営利活動法人オープンハート・あったか
特定非営利活動法人蕪栗ぬまっこくらぶ
特定非営利活動法人がんばれネット
特定非営利活動法人宮城まちづくり協議会
特定非営利活動法人地域文化研究所小牛田セミナー
特定非営利活動法人いしのまきＮＰＯセンター
特定非営利活動法人地域文化創成社爽風白露
特定非営利活動法人ひょっこりひょうたん田代島
特定非営利活動法人パートナーシップ古川
特定非営利活動法人石巻スポーツ振興サポートセンター
特定非営利活動法人北上川・水の輝き
特定非営利活動法人ＴＥＲＡＫＯＹＡ
大崎コミュニティカレッジ
大崎風土耕舎
音楽ボランティアグループ「やさい畑」
子育て支援ふるかわおひさまの会
子どもの明日を考える会
（社）古川青年会議所
煎茶道清泉幽茗流清泉会古川支部
西古川共栄会
Ｐ・Ａ技術者協議会
古川生き活きまちづくり２１委員会
古川子ども劇場
古川市国際交流協会
古川市地域婦人団体連絡協議会
古川市リサイクルデザイン工房友の会
古川の街づくりをすすめる女性の会
ふるかわ平和のつどい
ボタン・クラブ

１．鳴子町全戸（約3,300世帯）
２．江合川鳴子ダム放流通報連絡会（35団体）
宮城県古川産業振興事務所
宮城県古川土木事務所
宮城県大崎地方ダム総合事務所
古川市交通防災課、鳴子町総務課、岩出山町総務課
小牛田町総務課、田尻町総務課、涌谷町総務課
河南町総務課、鳴子町教育委員会
大崎地域広域行政事務組合消防本部
石巻地区広域行政事務組合消防本部
大崎地域広域行政事務組合鳴子消防署
大崎地域広域行政事務組合古川消防署
大崎地域広域行政事務組合涌谷消防署
石巻地区広域行政事務組合矢本消防署
宮城県鳴子警察署
宮城県古川警察署
宮城県小牛田警察署
宮城県涌谷警察署
宮城県石巻警察署
東日本旅客鉄道（株）仙台支店小牛田保線区
桃生町総務課
三本木町総務課
松山町総務課
鹿島台町総務課
鳴瀬町総務課
南郷町住民課
松島町環境防災班
東北電力（株）古川技術センター
北上下流河川事務所
北上下流河川事務所大崎出張所
北上下流河川事務所涌谷出張所
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保栁神楽保存会
岩出山町菊花愛好会
岩出山町ボランティアガイドの会
ボランティアグループ「スコーレ」
有備会
カムロ企画
縄文音楽集団「鬼」
鳴子町石の梅まちづくり創造研究会鳴子・楽郷の会
東鳴子ゆめ会議
あるグループ
写真クラブ涌谷フォート
涌谷町健康推進員協議会
涌谷町に桜の木を増す会
国際田園研究所
田尻郷土研究会
田尻町グリーンツーリズム委員会
塩土老翁グループ
小牛田混声合唱団
小牛田町バイテク研究会
小牛田町無名会
小牛田和太鼓江鳴会
創作和太鼓駒の会
遠田地区更生保護婦人連絡協議会
特定非営利活動法人みやぎボクシングクラブ
２１石会
石巻駅前親交会婦人部
石巻日高見太鼓
渡波水曜会
渡波生活学校
劇団「夢回帰船」
（社団）石巻青年会議所

石巻市町内会連合会婦人部会
石巻市地域婦人団体連絡協議会
湊をみんなで考える会
石巻圏まちづくりデザイン会議
母なる北上川を愛する女性の会
ひたかみ水の里
みやぎヒューマンライフ石巻ブロック会
河南鹿嶋ばやし保存会
和渕青年商工会
河南町農業研究団体連絡協議会
河南町まちづくりの会みずすまし
桃生町文化協会
桃生町婦人団体連絡協議会
ｄ．ARTS
いしのまきNPOセンター
石巻千石船の会
石巻若宮丸漂流民の会
明るい社会づくり運動石巻地区推進協議会
朗読ボランティアグループまいまい
ＬＩＴＴＬＥＷＡＶＥＦ
ケア・サポートぬくもり
ＮＰＯスマートシニアいしのまき
まんぼう画会
水と緑の環境フォーラム・ものう
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